
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ
は

４
月
５
日
、
横
田
基
地
に
初

飛
来
、
そ
の
後
、
一
時
的
立

ち
寄
り
と
し
て
横
田
基
地
へ

飛
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
６

月
23
日
に
飛
来
以
後
は
訓
練

飛
行
が
常
態
化
し
、
基
地
で

の
離
着
陸
訓
練
や
飯

能
市
な
ど
周
辺
地
域

で
の
編
隊
飛
行
や
旋

回
、
夜
間
飛
行
訓
練

が
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

要
請
で
は
、
「
一

時
的
立
ち
寄
り
と
し

な
が
ら
も
日
常
的
に

飯
能
市
上
空
で
の
飛

行
が
目
撃
さ
れ
お
り
、

市
民
か
ら
も
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

正
式
配
備
と
な
れ
ば
、
よ
り

低
空
で
の
飛
行
や
山
間
地
で

の
訓
練
が
予
想
さ
れ
る
。
配

備
の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
危
機
管

理
担
当
は
、
23
日
、
北
関
東

防
衛
局
職
員
が
説
明
に
来
庁

し
た
際
に
、
「
Ｃ
Ｖ
‐
22
の

安
全
性
、
地
位
協
定
の
う
ち

特
に
飛
行
時
間
や
高
度
の
遵

守
、
空
路
と
飛
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
開
示
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

飛
行
実
態
を
示
さ
な

い
の
が
特
殊
作
戦
機

ｃ
ｖ
‐22

滝
沢
市
議
は
、
「
こ
の
間

の
飛
行
実
態
を
見
て
も
、
全

く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、

横
田
か
ら
三
沢
や
岩
国
基
地

へ
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
報
告
が
無
い
、
連
絡
が

無
く
夜
間
の
旋
回
飛
行
も
度
々

行
わ
れ
て
い
る
。
特
殊
作
戦

を
任
務
と
す
る
の
が
Ｃ
Ｖ
‐

22
で
あ
り
、
横
田
基
地
へ
オ

ス
プ
レ
イ
は
配
備
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た

全
国
知
事
会
で
、
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
改
定
を
含
む

「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る

提
言
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
、
日
米
地
位
協
定
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
航
空
法
や

環
境
法
令
な
ど
の
国
内
法
を

原
則
と
し
て
適
用
さ
せ
る
こ

と
等
を
求
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
も
国
に
強
く

働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。10

月
１
日
か
ら
正
式
配
備

さ
れ
る
の
は
５
機
で
す
が
、

２
０
２
４
年
ご
ろ
ま
で
に
段

階
的
に
機
数
を
増
や
し
、
10

機
態
勢
と
し
約
４
５
０
名
の

兵
員
も
増
員
さ
れ
ま
す
。
ど

ん
な
飛
び
方
を
し
て
も
日
米

地
位
協
定
上
、
運
用
に
関
与

で
き
な
い
状
況
で
ｃ
ｖ
‐
22

を
横
田
基
地
に
配
備
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
飯
能
市
議
会
が
９
月

７
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
、
吾
野
、

東
吾
野
、
西
川
小
学
校
の
統

廃
合
に
と
も
な
う
、
市
立
学

校
設
置
条
例
の
改
正
案
や
補

正
予
算
案
な
ど
11
議
案
と
平

成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
・

国
民
健
康
保
険
会
計
決
算
な

ど
12
の
決
算
認
定
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
す
。

９
月
議
会
は
、
前
年
度

予
算
が
住
民
本
位
に
有
効

に
使
わ
れ
た
か
の
決
算
審

査
と
来
年
度
予
算
編
成
を

前
に
し
た
住
民
要
求
を
取

り
上
げ
る
重
要
な
位
置
づ

け
の
議
会
と
な
り
ま
す
。

28
日
開
催
さ
れ
た
議
員
全

員
協
議
会
に
は
、
19
件
の
報

告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
問
題
と
思
わ
れ

る
の
は
、
様
々
な
問
題
・
課

題
が
多
い
阿
須
山
中
土
地
に

つ
い
て
、
７
月
10
日
に
事
業

者
と
覚
書
を
締
結
し
、
協
議

を
開
始
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
関
連
し

て
、
企
業
立
地
奨
励
金
を
誘

致
エ
リ
ア
で
も
対
象
企
業
で

も
な
い
フ
ィ
ン
テ
ィ
ッ
ク
社

の
メ
ッ
ツ
ア
を
対
象
に
し
て

い
く
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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８
月
24
日
付
東
京

新
聞
の
投
書
欄
に
、

飯
能
市
在
住
の
増

田
公
子
さ
ん
（
71

歳
）
の
投
書
「
戦

闘
服
で
の
訓
練
を

や
め
て
」
が
載
っ

て
い
た
。
投
書
の
内
容
は
、

飯
能
市
の
原
市
場
・
名
栗
地

域
で
の
陸
上
自
衛
隊
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
訓
練
実
施
を
知
ら
せ

る
「
自
衛
隊
教
育
担
当
教
官

名
」
の
回
覧
が
、
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
さ
れ
た
こ
と
で

「
戦
闘
服
を
着
て
の
訓
練
は

戦
争
の
た
め
の
訓
練
」
で
あ

り
、
や
め
て
欲
し
い
。
」
と

▼
飯
能
市
近
辺
で
は
、
同
様

の
訓
練
が
４
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓

練
と
は
、
米
軍
の
ゲ
リ
ラ
戦

を
想
定
し
た
訓
練
を
モ
デ
ル

に
し
た
も
の
だ
。
安
倍
内
閣

に
な
っ
て
か
ら
自
衛
隊
の
本

質
が
今
、
様
変
わ
り
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
「
戦
争
法
」

制
定
に
よ
り
集
団
的
自
衛
権

を
想
定
し
た
米
軍
と
の
共
同

訓
練
の
強
化
や
陸
上
イ
ー
ジ

ス
の
配
備
な
ど
だ
▼
安
倍
首

相
は
９
月
の
自
民
党
総
裁
選

を
前
に
、
「
次
期
国
会
で
憲

法
改
正
法
案
を
出
す
」
と
明

言
し
た
。
狙
い
は
「
憲
法
９

条
」
を
踏
み
越
え
て
「
戦
争

の
た
め
の
軍
隊
に
様
変
わ
り

し
た
自
衛
隊
」
を
憲
法
に
書

き
込
む
と
い
う
も
の
だ
。

飯
能
市
議
会
９
月
７
日
に
開
会

11
議
案
と
12
決
算
認
定
な
ど
を
審
議

洋
種
山
牛
蒡
（ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
）

北
米
か
ら
の
帰
化
植
物
で
、
２
m
に
も
な
る
。
花
は
つ
ま
ら

な
い
が
、
紫
黒
色
に
熟
し
た
実
は
ブ
ド
ウ
の
房
の
様
に
垂
れ

下
が
り
見
応
え
が
あ
る
。

実
は
、
染
色
や
赤
イ
ン
ク
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
た
と
言
う
だ

け
あ
っ
て
、
汁
が
付
く
と
、

容
易
に
落
ち
な
い
。

全
草
が
死
に
至
る
程
の
毒

草
だ
が
、
葉
っ
ぱ
を
味
噌

汁
に
入
れ
て
食
べ
た
と
言

う
話
を
聞
い
た
。
毒
の
主

成
分
が
サ
ポ
ニ
ン
な
の
で
、

加
熱
で
毒
性
が
無
く
な
る

の
か
も
。
但
し
、
無
理
し

て
食
べ
る
程
の
味
で
は
無

い
そ
う
だ
。

Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ
を
10
月
１
日
よ
り
横
田
基
地
に
正

式
配
備
す
る
と
防
衛
省
等
が
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
事
を
受
け
、
共
産
党
市
議
団
は
飯
能
市
長
に
対
し
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
撤
回
と
日
米
地
位
協
定

の
早
期
見
直
し
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。



８
月
21
日
〜
22
日
、
群

馬
県
安
中
市
で
、
日
本
共
産

党
埼
玉
県
委
員
会
主
催
の
地

方
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
研
修
の
テ
ー
マ
は
、

社
会
保
障
と
経
済
で
、
①
元

日
本
福
祉
大
学
教
授
石
川
満

氏
に
よ
る
「
介
護
危
機
打
開

の
方
策
と
自
治
体
の
役
割
」

②
党
中
央
政
策
委
員
会
垣
内

亮
氏
に
よ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
破
綻
と
財
政
再
建
へ
の

道
＝
消
費
税
増
税
な
し
に
社

会
保
障
の
財
源
は
確
保
で
き

る
」
の
２
本
立
て
で
し
た
。

①
「
介
護
危
機
」で
は
、
政

府
の
社
会
保
障
削
減
が
具
体

的
に
ど
う
な
る
の
か
？
平
成

30
年
６
月
閣
議
決
定
さ
れ
た

『
骨
太
方
針
２
０
１
８
』
で

は
、
特
に
高
齢
者
の
医
療
・

介
護
給
付
費
の
伸
び
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
抑
制
す
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
か
ら
在
宅
へ
、
介
護
施

設
か
ら
在
宅
へ
と
『
自
宅
で

の
看
取
り
』
を
増
や
す
と
い

う
こ
と
で
す
。
県
の
医
療
整

備
計
画
に
よ
っ
て
、
飯
能
市

で
は
、
医
療
・
介
護
難
民
が

ど
の
く
ら
い
出
る
と
予
測
さ

れ
る
の
か
？
高
齢
者
の
単
身

世
帯
、
夫
婦
２
人
世
帯
が
増

え
る
中
で
、
今
の
ま
ま
で
は

在
宅
で
の
高
齢
期
を
安
心
し

て
迎
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
社
会
保
障
給
付
費
は
伸

び
て
い
ま
す
が
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｂ

比
で
は
２
０
１
３
年
度
以
降

減
ら
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
の
中
で
、
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
が
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
が
豊
富
な
資
料
で
解

説
さ
れ
、
人
間
ら
し
い
豊
か

な
高
齢
期
を
つ
く
る
た
め
の

提
言
が
た
く
さ
ん
語
ら
れ
ま

し
た
。

②
「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
と

財
政
再
建
へ
の
道
」で
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
５
年
半
で

暮
ら
し
と
経
済
は
ど
う
な
っ

た
か
？
株
式
市
場
へ
の
公
的

マ
ネ
ー
で
は
、
「
年
金
積
立

金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
」

か
ら
の
投
入
が
40
兆
円
、
日

銀
の
買
い
支
え
が
26
兆
円
で
、

株
価
の
買
い
支
え
に
公
的
資

金
が
66
兆
円
投
入
さ
れ
て
い

る
異
常
さ
で
、
ま
さ
に
、
国

民
の
財
産
を
食
い
物
に
し
て

大
企
業
の
も
う
け
を
優
先
す

る
政
治
が
大
手
を
振
っ
て
や

ら
れ
て
い
る
実
態
を
示
し
講

演
し
ま
し
た
。
当
面
の
運
動

と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
、

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
の

確
保
を
要
求
す
る
こ
と
や
、

地
方
自
治
体
が
、
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
」
や
「
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
拡

大
」
な
ど
に
踏
み
出
す
た
め

の
議
会
論
戦
と
市
民
運
動
に

よ
っ
て
、
市
民
生
活
を
守
っ

て
い
こ
う
と
結
び
ま
し
た
。

２
つ
の
講
演
の
後
、
沖
縄

知
事
選
、
来
年
の
統
一
地
方

選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
の
躍

進
を
め
ざ
し
て
活
動
の
交
流

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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住民監査請求全文 ② （続く）
５、市は、7月7日に大河原観光トイレ新築工事設計とあわせ次年度以降に
送ったはずの割岩橋観光トイレ改修工事も設計業務委託契約を締結した。こ
れらの設計業務委託契約も市議会が審議・議決した内容とは異なる重大な変
更であり、予算議決主義を侵害している。しかも、割岩橋観光公衆トイレ改
修工事は29年度は行わないと内部決済したものであり、次年度事業について
前年度に置いて、業務委託契約を行うことは予算原則を損なうものであるの
はむろん、行政執行の事実上の最高責任者とも言うべき副市長の下で決定し
たものを自ら否定する行為であり、理解不可能な対応である。
６、市は本事業の変更を4月29日には副市長決済の下、速やかに市議会に報
告するとしながら、3ヵ月後の8月の全員協議会で報告した。内容は、「民間
事業との連動を視野に入れ、割岩橋観光トイレのリニューアルに先立ち、今
年度に飯能河原堰付近に観光トイレを設置する」としている。なお、その理
由として「堰付近の観光トイレについての地元からの要望」を挙げているが、
3月10日の「飯能河原利用調整会議」においても、委員からはリバランタを
運営するフインテック社に対してトイレの新設を要求しているだけで市の対
応は求めていない。このことからも明らかなように、地元住民が市に求めて
いないものをフインテック社に代わって市が行うとしたこの事後報告は議会
の予算審議権を踏みにじると共に、市民の貴重な税金を3900万円も支出し、
自治体の使命を逸脱したものである。本来、行政には次年度まで待てない必
要な事業については補正予算の提出が認められている。仮に、大河原観光公
衆トイレが真に必要と判断したのなら、6月議会で補正予算を提案・審議を
求めればよいのである。現に大河原観光トイレの入札は翌年１月に行われた
のであるから、時間がなかったという理由は全く成り立たない。行政の怠慢
では済まされない、重大な不当支出、議会無視、予算主義の侵害である。

私
は
４
年
前
の
沖
縄
知
事

選
で
応
援
に
行
っ
た
こ
と
が
、

昨
日
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
前
回
の
沖
縄
知
事
選
挙

で
も
、
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
が
大
き
な
争
点
で
し
た
。

市
民
運
動
の
中
で
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
の
知
事
候
補
・
翁
長

さ
ん
の
勝
利
の
た
め
の
支
援

が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

飯
能
日
高
地
域
と
し
て

「
沖
縄
の
基
地
・
平
和
問
題
」

の
学
習
会
を
開
催
、
急
な
取

組
で
し
た
が
会
場
が
満
員
の

参
加
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
支
援
カ
ン
パ
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
大
変
な
金
額

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
が
代
表
し
て
知
事
選
の

応
援
に
入
り
ま
し
た
。
活
動

は
数
日
間
で
し
た
が
投
票
日

の
投
票
箱
が
閉
ま
る
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

投
票
日
前
日
の
最
後
の

街
頭
演
説
会
は
も
の
す
ご
い

熱
気
を
感
じ
、
私
は
勝
利
を

確
信
し
ま
し
た
。

翁
長
さ
ん
の
訃
報
を
受
け

て
、
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

沖
縄
知
事
選
挙
勝
利
へ
の
気

持
が
周
り
か
ら
た
く
さ
ん
届

い
て
い
ま
す
。

26
日
開
催
し
た
「
辺
野
古

は
今
」
の
沖
縄
講
演
会
は
満

席
で
し
た
。
今
回
の
沖
縄
知

事
選
は
、
今
年
の
名
護
市
長

選
の
結
果
な
ど
を
受
け
て
自

公
維
連
合
の
体
制
で
４
年
前

よ
り
更
に
激
烈
に
な
る
こ
と

は
必
至
で
す
。
前
回
よ
り
も

更
に
支
援
を
強
め
、
地
域
か

ら
沖
縄
に
連
帯
す
る
活
動
を

一
緒
に
進
め
た
い
と
決
意
し

て
い
ま
す
。
【
奥
む
さ
し
・
文

化
９
条
の
会
・
佐
藤
弘
】

翁
長
知
事
誕
生

の
思
い
出
と
沖

縄
知
事
選
！

う
た
ご
え
と

平
和
懇
談
会

沖
縄
の
平
和
を

考
え
、
語
り
合
い

ま
し
ょ
う
。
平
和

の
歌
を
み
ん
な
で

歌
い
ま
し
ょ
う
。

９
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分

一
丁
目
ク
ラ
ブ

●
飲
み
物
、
歌
集
、

資
料
代
５
０
０
円

ギ
タ
ー
、
ア
コ
ー

デ
オ
ン
伴
奏
あ
り
。

主
催
・
奥
む
さ
し
・

文
化
９
条
の
会

勝利して踊る翁長さん


